オンライン授業余滴 : コロナ禍のなかでの南山大学2020年度スペイン語教育実践報告 by 中沢 知史
オンライン授業余滴

















本稿執筆時点（2021 年 1 月末）で、例えば英国において三度目の都市封鎖と厳しい外出
制限が実施中であり、パンデミック下における「新常態」として confinamiento/lockdown
は定着しつつある。また、日本では 2020 年秋からの感染再拡大に伴い、菅（すが）政権









1 “confinamiento, palabra del año 2020 para la FundéuRAE,” 29 de diciembre de 2020, https://
www.fundeu.es/recomendacion/confinamiento-palabra-del-ano-2020-para-la-fundeurae/?fbclid=IwAR0
GKEKtqL9poyqG-tpZYRU5yLMy5epIdvmD6cxqjhH6CTZiqeDkJZeX00E（ 終閲覧日：2021 年 1 月 31 日。以下ウ
ェブサイトの閲覧日は全て同じ。） 
2 例えば、「（新型コロナ）山も湖も「ロックアウト」 筑波山・霞ヶ浦／茨城県」（『朝日新聞』茨城版朝

























言葉」（『朝日新聞』第 25 面、2020 年 12 月 30 日）など。 
3 例えば、文部科学省が 2020 年 10 月に実施した調査結果に基づいて、「対面授業 学生のため 再開模
索の時（解説）」（『読売新聞』朝刊第 26 面、2020 年 12 月 24 日）や、「１８７大学 対面授業「半分未
満」 感染対策に苦慮 「遠隔」続く 文科省調査、首都圏で再開の動き重く。」（『日本経済新聞』朝刊





策」（『都市問題』第 111 号、2020 年 12 月、pp.4-9）を参照。また、直接会うことのできない学生の声を
拾うにあたり、ツイッター上でハッシュタグ「＃大学生の日常も大事だ」を付した投稿が参考になった。
5 こうした試みの一例として、大嶋えり子・小泉勇人・茂木謙之介編『遠隔で作る人文社会学知』（雷音
学術出版、2020 年 10 月）が挙げられる。共編者は、コロナ禍の大学における遠隔授業実践を記録し公開
することを目的として、SNS を利用して執筆者を募った。同書は 123 名の執筆者（筆者は第一クォーター
の「ラテンアメリカ史 A」の授業実践報告を寄稿）を擁し、全文がインターネット上で無償公開されてい
る（https://drive.google.com/file/d/122iN7z4cujMvlHWx597l6DQhHSWHv2JL/view）。
6 前掲の『遠隔でつくる人文社会知』への寄稿では紙幅の都合で言及できなかったが、2020 年 3 月は多く
の図書館が休館しており、準備過程で必要になった文献を入手できないことが大きな痛手となった。急き





























に有用であった。       
 
2．オンライン授業事始め：スペイン語のオンライン授業実践 
 2020 年度に筆者が担当した語学科目は、外国語学部スペイン・ラテンアメリカ学科の 2
年次生を主たる対象とする「中級スペイン語 ID」（第一クォーター開講）、「中級スペイン
語 IID」（第四クォーター開講）、そして総合政策学部の１年次生を対象とした第二外国語



























を行う。                         写真 1：筆者のオンライン授業機材 








































「基礎演習」のもの）。               














































                                                      
11 森田裕介「大学における授業のオンライン化と今後の展望」『都市問題』第 111 号、2020 年 12 月、
pp.10-14。 
12 植田将暉「オンライン授業で消えた大学の「余白」 日常の何気ない会話が大切だった」『早稲田ウィ
ークリー』2020 年 6 月 11 日 
https://www.waseda.jp/inst/weekly/news/2020/06/11/75525/?fbclid=IwAR2GcoQbXf_0TBM3gRexfQMzKxGZ
geUNS7jWgRmyF6Syq70vecyH9-gVd5c 
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析と評価に委ねるほかはない。ここでは、画面越しではあれ 2020 年度をともに過ごした
学生への感謝の言葉を残しておきたい。登校して大学の施設を利用することができない、
アルバイト収入が大きく減少するなど、学生生活に甚大な影響が出たであろうことは想像
に難くない。また、感染拡大の収束が見通せないなか、オンライン授業という「新常態」
に適応しながら日々を送ることは大きな負担であったと想像される。このような状況下
で、大学における学びを止めることなく辛抱強く講義を受講し課題に取り組んだ学生に敬
意を表するものである。 
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